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令和６年度各務原市総合教育会議議事録 

 

Ⅰ 日 時 令和６年１０月１６日（水）午後３時４０分～午後５時００分 

Ⅱ 場 所 各務原市役所本庁舎４階 会議室４－３・４－４ 

Ⅲ 出席者 

  （構成員） 

市 長 浅野 健司 

教育長 丹羽 章 

教育委員 大堀 憲、小島 聡太郎、松原 裕子 

 

  （教育委員会事務局） 

   事務局長 横山 直樹、参与（教育施設整備推進室長事務取扱） 牧田 洋之、 

次長兼総務課長（教育政策係長事務取扱） 伊藤 恭啓、学校教育課長 奥村 篤、 

中央図書館長 新居 美保、青少年教育課長 神田 香里、少年自然の家所長 奥村 謙司、

スポーツ課長 飯沼 利行、文化財課歴史民俗資料館長 戸﨑 憲一、 

学校給食センター所長 片桐 章雄、学校教育課指導主事 川瀬 慎哉、小川 月菜 

  （市長部局） 

企画総務部長 大矢 貢、企画政策課長 小林 広和、 

   産業活力部長 村瀬 誠、いきいき楽習課長 横山 美佳 

  （書記） 

教育委員会事務局総務課 主任主査兼総務係長 島田 まゆみ、 

主任主事      吉田 大輝、砂川 雄哉 

Ⅳ 内 容 

１ 市長あいさつ 

２ 協議・調整事項 

（１） 教育大綱の策定について 

（２） 不登校対策事業について 

 

Ⅴ 協議・調整事項の結果 

（１） 教育大綱の策定について 

 市 長 

 

 

 

 

 

 

 

総 務 課 長 

 

市 長 

それでは、議事に入ります。はじめに、「教育大綱の策定について」を議題

とします。現行の教育大綱は令和６年度までとなっておりますので、令和７

年度からの次期教育大綱の策定を行います。次期各務原市総合計画でかかげ

る「もっとみんながつながる笑顔があるふれる元気なまち」の実現、教育・

文化・スポーツ・生涯学習の一層の推進を図るための方向性を次期教育大綱

において示したいと思います。 

それでは、担当課より説明をお願いします。 

 

（教育大綱の策定について、資料により説明） 

 

説明ありがとうございました。それでは教育委員の皆様のご意見をお伺い
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大 堀 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 島 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松 原 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

します。 

 

コロナ禍を明けた今回の見直しは、従来と比べ大幅に変わるのではと思い

ます。大人も子どもも嫌であればやらなくても良い、相手に伝えようとする

側に大きなストレスがかかる、教育の面で熱意をもって関わることが良いこ

とか悪いことか問われる、その様な今の世の中で、子どもたちが社会に出て

色々な苦難を乗り越えるための教育を、仕掛けとしてつくっていかなければ

いけないと感じました。先生と子どもが、面倒なことを乗り越えていけるよ

うにするための仕掛けを今後は盛り込んでいくことが重要だと感じておりま

す。 

例えば、今も行っていますが少年自然の家の様な取り組みを工夫して色々

なところに盛り込んだり、蘇原第一小学校が実施している運動会のソーラン

節の様なことを行ったり、皆で乗り越えていくことを見直す時期ではと感じ

ました。 

 

コロナの影響もあり、子どもたち同士の関係が薄れていた状況を通常通り

に戻そうという中で、教育現場、家庭の中で未だどこか制限がある状況が見

受けられます。いかに、コロナが発生する以前の教育現場に戻せるかが重要

な課題ではと思います。各家庭、各個人の判断で自衛されることもあると思

いますが、教育現場において集団生活で行う交流は大事にしながら戻してい

く必要があると感じております。 

もう一点、子どもたちに教育をする親世代に対しても、人との関わりが希

薄化していると感じる状況が見受けられます。いかに親世代に対する教育の

場を提供できるのかも主眼を置いて進めていくことが良いのではと強く感じ

ました。 

 

子どもを育てている身として、大堀委員や小島委員がおっしゃられたこと

に共感する部分がいくつかありました。人との関わりがコロナ禍前後で大き

く変化した中で、昨年 PTAの役員を経験しましたが、PTAに参加し進んで関

わりをもとうとする人は一部しかいませんでした。やれる人がやっている現

在の状況の中で、親がしっかり参加していく姿勢を見せることも重要である

と感じます。積極的に大人も子どもも先生も参加していく環境づくりを皆で

考えていけたらと感じました。 

 

今、学校で子ども同士のトラブルがある時に、子ども同士で解決するので

はなく保護者が表に出てきて問題が複雑となる事例があります。その様な場

合、保護者の気持ちが学校への批判として出てきてしまい、解決が困難とな

ってしまっております。保護者の方は、当然、子どもの教育を担うとともに

子どもの幸せを願っていると思いますが、自分の子どもの幸せを願うだけで

なく子ども全体の幸せを願う、その様な広がりが出てくれば、子ども同士で

起こったトラブルに対して教育的な解決ができると思います。ただ、今はそ
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市 長 

 

 

 

小 島 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 堀 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松 原 委 員 

 

 

うではない案件が増えているので、残念で心配です。 

この様な状況をどうしていけば良いか頭を悩ませていますが、保護者に対

して子ども全体の幸せにつながらない行為であることを伝える際、学校から

伝えるとトラブルとなってしまうため、保護者同士が解決できる仕組みを委

員の皆様の力を借りながら、考えていければ良いなと思います。 

 

学校教育といった点で色々と発言をいただきましたが、教育大綱には他に

文化、スポーツ、生涯学習なども含まれています。その辺りはいかがでしょ

うか。 

 

スポーツに関して、スポーツ少年団の参加者の減少によりスポーツ種目が

成り立たなくなりそうという話もよく聞く中で、どの様に振興していけば良

いのか考えるのは難しいことだと感じます。学校見学では趣向を凝らした体

育授業を拝見しました。この様な普段の関わりも大事にしていく必要がある

のではと感じています。 

文化に関しては、古くから伝わる各地域のお祭りについて、無事、コロナ

禍前に戻すことができた地域もあります。ただ、子ども自身の関わりが減っ

ている状況で、大人が代わって御神輿を担いでいる状況もよく見受けられま

す。地域ごとの文化について、何のために各地域のお祭りを行っているか、

その様な点も授業の一環で取り入れていけると、子どもの興味を沸かせる仕

組みになるのではと感じています。 

 

生涯学習に関しては、私の会社の社員も各務原市に用意していただいてい

る学ぶ場を活用させていただいております。様々なプログラムがあり素晴ら

しいことだと思いますので、これからも続けていただきたいと感じています。 

小島委員もお祭りについて触れておりましたが、蘇原でも昨日、一昨日と

お祭りがあり、大人神輿が熱狂的に行われました。熱い大人たちがぶつかり

合う姿は、子どもたちにとって良い影響があると思います。他人と接するこ

とに遠慮している今の時代、その様なお祭りは、伝統や文化を伝えていく良

いものだとつくづく感じるものでした。各地域のお祭りに対して、市も市民

も一緒に協力していくことが何か色々なことに繋がっていくような気がする

と感じました。 

スポーツに関しては、部活動から地域クラブへといった動きがあり、寂し

いと感じる部分があります。先生方の勤務時間に関する課題もあるとは思い

ますが、簡単にやらなくても良いという動きにはしないで欲しいと感じてお

ります。部活動については、全面的にバックアップするので皆で一緒にやっ

ていこうという姿勢を示していただけるとありがたいと感じています。 

 

スポーツに関して、中学校の部活動において、岐阜市では地域クラブに移

行してクラブをメインに活動しているという話を聞きました。今後は、それ

ぞれの家庭にあったスポーツ参加の仕方が主流になってくると思います。た
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

だ、単に部活動はやらなくても良いということではなく、人との関わりを持

てる場や、興味のあることを見つける、体験できる環境づくりは今後も行っ

ていただけたらと思います。 

私の地域でも、コロナ禍を明けてお祭りや運動会が昨年から再開しました。

この様な行事の運営については、ボランティアで募集していたりしますが、

ある程度人が固定されがちであるため、子どもたちが地域行事に積極的に参

加できる様にもう少し周りを巻き込んだ形で実施できると良いなと感じてお

ります。 

 

部活動の地域移行については、議会でも取り上げられましたがスポーツ系

の部活動は移行が徐々に進んでおります。ただ、文化系の部活動、例えば吹

奏楽部ですと楽器の置き場所や活動場所の問題などがあり、学校を離れた活

動にかなり難しいところがあります。今後、皆様の力を借りながら、一つ一

つクリアしていきたいなと思います。 

村国座の子ども歌舞伎を先日初めて拝見しました。子どもたちが一生懸命

行っている姿や、子どもを応援する保護者や地域住民の方々の様子を見ると

この様な伝統はぜひ引き継いでいきたいと考えております。ただ、やりたく

ない子はやらなくても良いという状況も聞いており、先細りの様な部分もあ

るため、伝統をどの様につないでいくかを学校教育との絡みも含めて、皆様

の力を借りながら考えていきたいと思っております。 

 

それぞれ教育のみならず、文化、スポーツなどについてもご意見を賜りま

して誠にありがとうございました。ここまでのご意見を踏まえまして、原案

通り教育大綱を策定したいと思います。新たな教育大綱のもとでさらに取り

組みを推進していただきたいと思います。 

また、各務原市教育振興基本計画についても同時期に策定され改定時期を

迎えております。新たな教育大綱を踏まえ、教育環境や社会情勢の変化など

を考慮した次期各務原市教育振興基本計画の策定も進めていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

（２）不登校対策事業について 

 市 長 

 

 

学校教育課指導主事 

 

市 長 

 

 

松 原 委 員 

 

次に「不登校対策事業について」を議題としたいと思います。担当課より

説明をお願いいたします。 

 

（不登校対策事業について、資料により説明） 

 

説明ありがとうございました。それでは教育委員の皆様のご意見をお伺い

したいと思います。 

 

経験談ですが、私の子どもも体調不良で１か月程度欠席したことがありま

す。病気が原因だと分かるまで、担任の先生やカウンセリングの先生など学
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小 島 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 堀 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校全体で情報共有をして対策を取っていただきました。その時、教育相談が

あって良かったなと実感しました。また、子どもがいつでも先生に相談でき

る環境や教室に行けない子どもを迎えるための心の相談教室があったため、

子どもは保健室にいても過ごしやすい環境であったと思います。子どもが長

期で欠席すると親も不安になるので、子どもの自立のための場所や支援して

くれる場所があることは大事だなと感じました。 

未然防止の点では、子ども一人ひとりに端末が用意されているということ

ですので、端末を活用して子どもの状況の変化をいち早くキャッチしていた

だけると良いと思いました。 

困ったときにしっかりと向き合ってくれる、身近に関わってくれる人がい

るということは心強いことですので、今後も悩みがあったら相談しやすい環

境づくりが大事だと感じました。 

 

子どもの数が減少する中で、この様な状態に該当する子どもが増えていく

状況は、今後も続くのではと思います。各務原市も色々な施策を改善しなが

ら取り組んでいただいていると思いますが、個別に原因や状況はまったく違

うので、対処が難しいと思います。そのため今後も受け入れ先の提供につい

ては色々なことに取り組んでいただけたらと思います。今あることがすべて

ではなく、これだけやっていれば良いということはないので、何か新しいこ

とがあれば積極的に行っていただけると良いと思います。 

今は学校と連携をとっていかに子どもが学校に来やすい環境をつくること

ができるかを主に行っていただいているなかで、親が子どもに対して学校に

行きたくなければ行かなくても良いといった状況も見受けられます。また、

上の子と下の子のうち、どちらかの子が不登校となり、なぜこれほど違うの

かという悩みを抱えている親もいます。 

色々な悩みを抱える保護者がおり非常に難しい状況であると思いますが、

先ほども話したとおり、今あることがすべてだと思いません。色々と試すこ

とでどれかにヒットすることがあると思いますので、その様な姿勢で進めて

いくのが良いのではと感じております。 

 

年々、教育支援センターを利用する子どもたちが増えている状況で、でき

るだけ未然防止に力を入れていかなければならないというのは当然のことで

あると感じます。 

現状、不登校に関するサインを子どもたちが出していても、先生がそれを

どう取り扱って良いか分からない、どこまで言って良いか分からない状態に

なっていたり、その様な対応ができていない先生に対して、上司である先生

も部下にどこまで言って良いか分からないといったことがあったりすると思

います。また、何かを言うとトラブルにつながり自分にストレスがかかる恐

れがあるため、不登校になりそうな状況でも放っておいて、問題が起きなけ

ればそれで良いといった考えの先生もいると思います。ですので、先生たち

やその上司に対して、対処法や子どもたちとどう接していけば良いかといっ
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

た点を教育することに力を入れるのも一つではないかと感じております。難

しい時代ではありますが、先生の情熱を評価することも大事だと感じており

ます。 

私は町工場をやっているので夢づくり授業で各小・中学校に呼ばれる時が

あります。その際、先生は児童生徒が寝転がったり喋り続けていたりする状

況でも注意をしない、講師に質問をさせずに終わる、その様な時間をただ過

ごすだけの状態が増えていると思います。どこかから夢づくり授業をやりな

さいと言われてやっているだけなのかなと感じるところもあります。私だけ

でなく色々な業種の方が夢づくり授業で学校に伺っていると思いますが、同

じことを感じて諦めているのではと思います。 

その立場としても言わせてもらえればと思いますが、先生が言える環境を

用意したり、先生が自信をもって教育できるようなノウハウを教えていった

りすることが大事であり、不登校の未然防止につながっていくのではと思い

ます。 

 

不登校は一人ひとり状況が違うため、複雑であり特効薬もありません。経

験談ですが、高校３年生の担任をしていた時、１２月に学校に突然来られな

くなった生徒がいます。家庭訪問をしてなぜ出てこられないか理由を聞いた

際、その生徒は「先生、力が出ません」と言いました。私は「あと３か月で

卒業だし、もう少し気力を振り絞り頑張って出てこられないか」といった話

をしましたが、その生徒は「力が出ません」と言い、結局、退学をしました。

先ほどの説明で、不登校の原因は無気力や不安が一番多かったと思います。

私にはその生徒の原因がわかりませんでしたが、おそらく無気力状態であっ

たと思われます。家庭訪問をした際、その生徒のお家は大変立派でした。た

だ、玄関を開けて中に入った時、とても綺麗でしたが温もりがないように感

じました。それが不安につながっていたのかはわかりません。子どもたちの

心の奥にある不安や無気力を早めに見つけて、この子にはこういう対応、あ

の子にはこういう対応ということを学校の中で一つ一つ考えていくことが結

果的には一番の近道かと思います。 

先ほど説明していただいた様に、各務原市教育委員会でも色々なことを行

っています。未然に教員が状況を早くキャッチして、できることが何かを考

えて迅速に対応していく丁寧さが各務原市には必要かなと、皆様の話をお聞

きして感じておりました。 

 

それぞれご意見を賜りまして、誠にありがとうございました。不登校の対

策については全国各地で色々な取り組みをしておりますが、教育長がおっし

ゃられたように、すぐに効果が出る特効薬はなかなかないと思います。です

ので、色々な先進事例を確認して各務原市で取り入れることができるもの、

これが効果的だなと思うものがありましたら、ぜひ、一度検討していただき

たいと思います。 

そして、小学校・中学校の訪問ではあまり感じませんでしたが、幼稚園訪
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総務課総務係長 

 

 

 

 

問も始まっておりまして、幼稚園の園長先生によって他の先生方の顔色が変

わるということをあからさまに感じます。園長先生が少し元気のない方だと、

先生方が意気消沈と言わないまでも、仕事として行っているだけという様な

感じを受けてしまい、寂しいなと感じております。幼稚園については民間の

話になってしまいますので、直接なかなか言うことができませんが、小・中

学校については教育委員会から、各務原市立保育園については健康福祉部か

らそういったことも伝えていきたいと思います。 

それでは時間になりましたので、議事を終了したいと思います。事務局に

おいては、本日の意見等を今後の施策の展開に十分に反映していただくこと

をお願いいたします。私たち市長部局におきましても、未来を担う子どもた

ちのために、また、本市の教育のますますの発展のために教育委員会と連携

をとって教育行政を推進していきたいと考えておりますので、今後とも委員

の皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

では、進行を事務局に返します。 

 

本日は、長時間にわたり、ありがとうございました。次回の総合教育会議

につきましては、来年度を予定しております。 

それでは、これをもちまして、令和６年度総合教育会議を終了いたします。

本日はありがとうございました。 

 

 


